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議題： 



 

２．審議議案 

（1）2025 年度レビュー 

 

 

 

 

 

 

 

 

2025 年度 事業活動レビュー 《EFEL 会員向け》  



 

 

・水野会長から２025 年度の事業実績の説明、ESS 現役生に寄り添ったサポートは成果あった

が、課題として EFEL/ESS 向けに有意義で役に立つイベント企画及び積極的にイベント参加して

頂ける会員拡大出来ななかった事が報告。 

・重成副会長(財務・会計)から財務情報の説明、2025 年度年会費/寄付金の総収入が

127,295 円、総支出が 61,128 円。EFEL 基金については、今まで継続されている谷本杯等で

約 61,000 円、それに加えて ESS 要望で 2025 年度よりドラマ演劇指導料 62,000 円が追加さ

れ、来年も継続して支援すると年間で約 12 万円の支出となっている。一方 EFEL 基金の期末残

高は 166,734 円なので、引き続き皆さんからの寄付金をお願いしたい。 

・田坪監査役より監査結果に関して、『収支計算書につき、会計基準に則りその使途に関して適正

に処理されているものと認めました』との報告。 

【質疑応答】 敬称略 

丸谷： 

今回ドラマで発音指導などをやっていただいた事は、非常に現役の皆さんの役に立っていると思いま

す。講師の方は東京におられることから、東京と枚方の往復で 3 万円かかったとのことですが、これか

らもこういう活動をするとなった場合、同様の出費が発生しますか？ 



松井： 

学生の方からの要望もあり、オンラインで指導した講師の方からも対面で見てあげたいということで、実

際に東京から外大に一回出向いてもらいました。私も同席しましたが、対面で全体指導を行うには大

変良かったと思います。来年も ESS ドラマ SECTION からの指導要望があれば、対面指導を行う予

定です。 

丸谷： 

東京から来て対面で指導して頂く方が、成果が出ると認識しておいたらよろしいですか。 

松井： 

もうそれはもう間違いないと思います。 

丸谷： 

オンラインでの指導も結構しっかりとやられたと思いますけれども、現役の反響はどうでしたか？ 

松井： 

オンラインはまず個別でしっかりと指導してもらいました。全体指導は、なかなかオンラインで難しいです

けども、個別の指導はしっかりして、発音もよくよくなっています。 個別対応で演技な指導とか、表現

の指導もオンラインでやってもらいましした。個々の対応は出来てきましたが、全体で動き含めて指導

してもらう事が必要との事で講師に来てもらいました。今までに個別レッスン中心に 7 回ほど行ってきま

したが、来週は学生たちに教室に全員集まってもらって、スタートから終わりまで全体をオンライン指導

してもらう予定です。 

水野： 

補足させてください。今回、ドラマの支援に関しては、ESS からぜひお願いしたいと要望があり、EFEL

基金委員会でも合意をもらいました。EFEL 会員で大阪在住されている方を探しましたが、見つかり

ませんでした。最終的には EFEL 会員ではないですが、東京で実際に今演劇をやっておられる方、バ

イリンガルのプロの方にオンラインで指導をお願いする事になりましたが、先週 1 回のみ外大で対面指

導をお願いしました。 

丸谷： 

よくわかりました。どうもありがとうございました。 

別件ですが、寄付金で約 6.8 万円、EFEL 基金で約 6.1 万円の入金がありますが、現在、EFEL

基金の使用対象定義・定めはあるものの、この 2 種類の寄付金を将来合体する予定はあります



か？ 

水野： 

先ほどの説明ありましたように、来年以降も今年と同じ ESS 支援を継続いていき、EFEL 基金のお

金が不足してしまいます。EFEL 基金の寄付が少ない場合、再来年以降で EFEL 活動資金からの

補充が必要となるかもしれません。 

 

※2025 年度事業実績レビューは収支報告(年会費/寄付金及び EFEL 基金)含めて全参加

者賛成で承認 

（2）EFEL 会員向けアンケート結果報告（決裁外項目：報告のみ）           

 

田中実行委員より会員向けアンケートの結果を報告、EFEL 活動にういて 90%の満足度を示すと

ともに、宴会や懇親会の開催、講演会・座談会の実施、デジタル化による情報共有の強化が希望さ

れていることを共有しました。 

【質疑応答】  

丸谷： 

今回、斯様なアンケートを取っていただくアクション取りをありがとうございます。 



結果見せていただいて、私的には講演会とか座談会の希望があるのは少し意外感がありますが、皆

さんも思うところがあって、こういう風に感じておられるのだなとわかりました。 

デジタル化に関しましては、会費等の入金およびその状況確認のデジタル化もされていることは非常に

良いことだと思います。情報の素早い伝達という面において、ホームページに載せるだけではなく、イベ

ントに関しても、限られたメンバーや一部グループ的に line 登録されている方々に限らず、今回全員

が登録することで、他地域であっても 1 度に情報が共有できることは、非常に有効に活用できるので

はないかなと、私個人的には思います。こういう活動をやっていただいたら、すごくある意味サポート活

動の活性化に繋がるのではないかという風に感じました。 

田中： 

アンケートっていうのはすごく重要な位置付けかと思います、あんまりたくさんアンケート出しすぎてもなか

なか回答来ないかもしれませんけれども、ぜひお願いしたいなという風に思ったので、ちょっとコメントさせ

てもらいました。 

いわゆる情報伝達っていうのは 2 つのタイプがありまして、プッシュ型っていうのが line とか Facebook

とかそういったものですけれども、いわゆるこちらから対象に対して投げかける活動のことをプッシュ型って

言いまして、これは Line ですね。それから、プル型っていうのもありまして、これは何かっていうと、ホーム

ページですけれども、そこには広範囲にいろんな情報が掲載されていて、必要に応じてそこへ会員を導

くとユンレプル型と呼ばれますけども、この辺りのバランスをうまく取りながら、情報の共有を確実にかつ

素早く行えるようにしていくことで、皆様の便宜に応えできるという風に思います。 

アンケートについては、今回 44 パーセントぐらいの回答率でしたけど、これを上げていただくために、もう

少し広報活動にも力を入れていきたいから、いろんなイベントあった中で、皆さんのそれぞれの回答をも

らい、感触を見たいということで、来週、交流会と懇親会がありますけども、そういった活動についても、

回答時間およそ 1 分から 2 分で回答できる程度のアンケートをこまめに出していきます。ただ、先ほど

ご指摘の通り、いっぱい出過ぎるとうんざりしますので、その辺りはちょっとバランスを考えながらですね。

1 回こういうのに出て、結果が出てしまうと、ついなんでもかんでも聞きたくなりますようね。皆さんがアン

ケートでうんざりというのはちょっとまずいので、そこらあたりは広報の山下さんのご意見、ご判断の下で

展開していければいいかなという風に思います。 

田坪： 

今回アンケートをとっていただいたこと、そして、この、なんと分かりやすくまとめて報告していただいたこと

で、すごくいろんなことがわかってありがたいと思います。ここで言っていいのかどうかわかんないですけど、

座談会、講演会が多いっていうのがありましたよね。それにちょっと付け加えたいですけど、私が書きたか

ったのですけど、アンケートに書く場所なくて言えなかった。講演会、座談会というような、同じような感

じなんですけど、私なんか、個人の希望としては、EFEL 会員の中で、なんかちょっと英語でディスカッシ



ョンしてみたりとか、なんかイリエイトがあったりとか、スピーチがあったりとか、真剣じゃなくていいので、楽

しい程度で、お遊び程度でもいいので、みんなで英語で、なんか昔なつかしむじゃないですけど、自分

自身の向上とかを目指すきっかけがあったら、もうちょっと英語やってみようかなとか、刺激があったり、楽

しさがあったりとかあるので、そういうのもがあると楽しいなって思いました。 

田中： 

ありがとうございます。大変素敵なコメントで、ご提案も含めて、ぜひ検討させていただきます。今回ア

ンケートを初めてやるにあたって僕が考えたのは、やっぱりどうしてもデジタルデバイドっていうか、まだまだ

適応っていうのがそれぞれの広い年齢層でやる EFEL の場合ありまして、記入ということになるとです

ね、どうしてもこう、スマホでピチピチピチとかっていうのが出てきてしまうので、今回、初回なので、なるべ

く記述式は避けて、Yes、あるいは選択という形のボタン方式をメインで考えたのです。そこらへの入力

等に、皆さん、会員の方が問題ないようであれば、少しずつご意見を伺うと、例えば、不満足とか、あ

るいは、どちらかというと不満足っていう方に対して、どういった点ですかとういうような軽い投げかけとか

ですね。具体的にどんな提案っていうようなことを聞いていくような形もと言えながら、反応を見ながらで

すね、アンケートの方は向上させていければという風に考えております。 コメントありがとうございまし

た。 

常深： 

現役生の時の私がそうでしたけど、忘年会や新年会、春のバーベキューなど季節の EFEL イベントをこ

れからも楽しみにしていました。毎年秋の学園祭、食事会など現役生の関わるイベントがあるだけで興

味があるが学部生が増えると思います。 

田中： 

ありがとうございます。おっしゃる通りですね。こういう活動、ご提案いただいた活動、それから情報発信

ということは、先ほどから申し上げておりますように、なるべくスピーディーに対応できるようにしていきたい

と思います。 

 

（3）2026 年度計画 



   

 



 

 

・松井副会長(企画・総務)より、情報伝達スムーズ化、スマホからの年会費・寄付金の基金電子決

済及び最新名簿管理が効率的に出来るように、EFEL 公式 LINE アカウントを 10 月 25 日から導

入して、クレジットカードや Pay Pay などの複数の決済方法が可能で、今後は郵便局/銀行に行く

ことなしで、 簡単にスマホから年会費/寄付金の振込ができるとの説明。 

・田中実行委員からスマホ画面にてシステムのデモを実施し、会員が年会費千円または寄付金をオ

ンラインで支払う方法を説明。 

【質疑応答】 

岸田： 

関西外大同窓会の公式ラインがありますが、そこで登録した人には、全て ID 番号を付加するという

ような形を取っています。それをすることによって、色々コントロールしやすいとか、そういうところが出てく

ると思います。データベースとかそういう形で振り分けしやすくなってくるのでと思います。EFEL では ID

番号管理されますか？ 

田中： 



以前の役員会の中で、財務・会計の方からですね、そういう背番号制というか、そういうのをつければ

入金の処理がしやすいのかもしれないっていうような検討事項もありましたけれども、今のように、こうい

う形でワンタッチでお支払いいただければ、誰がいつお支払いになったのかっていうのは、こちらでも全部

把握できるようにリストで把握できるようになりますので、今のところは会員に背番号をつけるっていうこ

とについての検討は進んではいません。 

松井： 

背番号管理については、コンサルタントしてもらっている人に確認しときます。 

岸田： 

それともう 1 つ、金銭面とかそういうのが入ってきている中で、それのシステム、セキュリティに関してはど

ういうような形で運用される予定でしょうか？ 

田中： 

セキュリティというのは、どういったセキュリティですか？ 

岸田： 

他の人が入ってきて、フィッシングとか、そういうようなことって出てくるじゃないですか。だから、そういうよう

なことのために、今こういう LINE の公式サイトっていうのがターゲットにされています。そのためにセキュリ

ティを非常に強化していこうという動きがあります。やはり今後基金というものを考えていこうとする場

合、どうしてもそれっていうのは大切になってくるかなと思います。 

田中： 

ちょっと漠としたお話で分かりづらかったのでもう 1 回お聞きしますけども、要するに、この会費の支払い

とか基金、寄付金額に対するセキュリティということをおっしゃっていますか。それとも誰でも払えるってい

うところが問題だとおっしゃっていますか？ 

岸田： 

例えば入るにあたり、ログインとかそういう形で入っていけるのかどうか。誰でも入っていけるとしたら、やは

りこういうね、お金は扱っているっていうところですので、その辺のところをどういう形でセキュリティを強化し

ながら防犯体制を強化していくのかっていうのが、どうしても僕は必要になってくると思います。 

田中： 

そのシステム全体を EFEL で構築しているということはありません。ですから、他のプラットフォームを今は

使って、会費の徴収とかも行います。入金、支払う側のセキュリティっていうのは、その代行会社のセキ



ュリティの範囲で請求はされています。当然そこには ID とパスワードが設定してあり、それは一部の人

間しか知らないということになっています。そこのプラットフォームに対する外部からの侵入という意味での

セキュリティをおっしゃっているのであれば、それはプラットフォーム会社の責任です。我々の方ではコント

ロールできませんから。我々が今ここでお見せしているものっていうのは、あくまでも支払いなんていうか、

代金回収会社のプラットフォームへの入口だけです。だから、支払えるものですから、誰かが入ってきて

払ってくれるのなら、いくらでも払ってもらって結構です。でも、払われたお金をどうするのか。ゆうちょ銀

行口座に移すとか SMBC の口座へ移すっていうところの部分はプラットフォーム会社のセキュリティで

実施されています。ですから、これは普通の人では入れません。意味が伝わったでしょうか。僕が正しく

理解してればいいんですけども、そういう意味であれば、プラットフォーム会社のセキュリティに準じている

ということになるかと思いますね。 

岸田： 

ベーシックなちょっと質問ですが、この公式ライン自体のセキュリティっていうのはありますか？ 

田中： 

いつも皆さんが日々使ってもらえると思いますけど、そのラインのメッセージを見たり書き込んだりするの

に、いちいち ID とパスワードは必要ありませんよね。同じもんです。いわゆるラインというプラットフォーム

を使って運用していますので、ラインそのものを悪用するとか、ラインそのもののシステムが攻撃されたっ

ていうことになれば、話は別ですけども、そこはラインがセキュリティを守っておると僕は思いますので、

我々で手出しできる範囲ではありません。こう、プラットフォームっていう考え方と、そのおっしゃっているよ

うに我々が構築したネットワークシステムのセキュリティっていうことは、少し話を分けてお考えいただいた

方がいいのかなと思います。我々がプラットフォームを自分で作って構築して公開する場合のネットワー

クにおけるセキュリティ、つまり、侵入を禁止するとか阻止するとかフィッシングを辞めさせるっていうこと

は、自分たちが構築する場合に必要なものであって、我々はセキュアされたプラットフォームを使ってい

るということですね。これ以上は我々として何かセキュリティをということは実質上不可能ですね。お分か

りいただけますかね。 

岸田： 

はい。いいです。 

丸谷： 

この公式ラインについて、今何人くらい登録がありますか？これから増えていきますか？まだテスト段階



なので全員は入れてないのかなと思いますが、状況教えてください。将来的に目指す登録人数を教え

て下さい。 

松井： 

今は、テスト期間なので、役員関係者だけの 11 名だけです。テストをして目途が立ちましたので、10

月２５日から全 EFEL 会員対象に登録を呼びかける予定です。現在、ブロックごとのライングルー

プ、そういうのを全部合わせていただいた今の会員数、もう全てそこに集約できればとは思っていす。お

そらく 100 から 200 人ぐらいと想定していますが、最終目標としては、300 人ぐらいなればいいかなと

思っていす。 

丸谷： 

はい、わかりました。多くの方が登録されると良いすね。やっぱりいろんなアンケート取ったりするのもそう

ですし、できるだけ活用いただける方向であれば、お金をかけた価値があるという風に思いますので、そ

こはよろしくお願いします。それから、会費の支払いですけれども、払い込み分とか何年分になるかを確

認したい時はどうすれば良いですか？ 

田中： 

EFEL 公式ラインより問い合わせして頂ければ、担当者より回答致します。 

丸谷： 

ご説明のありました振込手数料は、どういう場合にかかってきますか？ 

田中： 

振込みされる方には、振込手数料は無料です。但し、インターネット決済代行会社を使いますので、

EFEL 側で手数料 3.6%+α 、皆さんから 1,000 円の振込で頂いた場合は、¥37~¥40 を支払

います。決済の対する手数料の 3.6 パーセントだけで、維持とかいうのは、年会費とかそういうのはか

かりません。 

丸谷： 

EFEL 公式ライン画面に表示されている『EVENT NEWS』ですが、ここに色々な懇親会ニュースと

かそういうものが入るのですか？ 

田中： 

そこをクリックして頂く EFEL のホームページに飛びますね。 

丸谷： 



どうもありがとうございました。 

岸田： 

EFEL 公式ラインを本格運営する前に、役員の方を対象にして試験機関みたいな設定の運用のプラ

ンありますか？ 

水野： 

役員会メンバーで８月に始めて、現時点では最終調整の段階です、来週いっぱいテストして 10 月

25 日から皆さんに登録をお願いするという状況です。 

岸田： 

役員の方っていうのは、ここに集まっている人を対象にしてやって、満足度があったら 5 をかけるとか、そ

ういうような形の運用っていうプランというのはありますかという質問でした。 

田中： 

公式ラインを設定して、これで今皆さんとやっている最中です。ちょうど、これでやったらいけるということ

で、今日発表させていただいています。 

岸田： 

前の会社でシステムやっていて、必ずシステムをやる前でそういうテストをやって、それで皆さんの反応を

聞いた上で、最終的に GO サインをしていたっていうことがありましたので、あえてその質問をしました。

役員会間でこれをクリックして、どうだった、そういう反応をやはり見た方がいいと思います。 

田中： 

舞台裏を明かしますけども、もし、会費の納入システムっていうか納入プラットフォームのことをおっしゃっ

ているのであれば、すでに我々役員が年会費と寄付を支払って、それがどういう形で口座に反映され

るかも全てテストが終わっています。それから、EFEL 公式ラインのことをおっしゃっているのであれば、ご

覧の通りプラットフォーはもうできています。皆さんにできましたよって通知した時に、皆さんからお友達に

なってもらわないとあかんわけです、簡単に言えば。その手続きもその送られるラインの中に書いてありま

す。EFEL と入れて返信するだけで、お友達申請したことになりますので、それで、皆さんに、EFEL 公

式ラインを見られるようになるということで、そのテストもすでに終えています。役員同士の間で 1 ヶ月ぐ

らいかけて色々やり取りをしながら、そのラインが動くっていうこともすでにテストはしていますから、何度も

言うようですけども、我々が構築したシステムではありません。あくまでラインであり、Stripe っていうプラ

ットフォームを使っているだけです。 



このラインが動くのか、それから決済がちゃんとできるのかっていうこともすでにテストを終えて、Stripe か

らの入金も確認しておりますので、運用上はこれで問題はありません。 

岸田： 

はい、わかりました。 

丸谷： 

支出計画に関してなんですけれども、66,000 円の公式ライン導入にかかる費用、導入費用だと思

いますけれども、これは一過性のものでしょうか。今後、メンテで毎月の支払いが発生するのでしょう

か。 

田中： 

66,000 円は、開設の費用とか導入の費用っていうことではなくて、導入にあたってちょっとコンサルを

頼みました。その、セキュリティではなかったですけれども、どんな形で公式ラインのその中身を構築すれ

ばいいのか、技術的な面も含めてのコンサル料です。これが 6 か月分です。期間は今年の 10 月～

来年 3 月までです。 

中塚： 

2 つあります。1 つは、26 年度の予算計画ですが、昨年度実績との増減欄ですが、デジタル化費用

の 66,000 円が反映されていませんので反映して下さい。 

水野： 

申し訳ございません。修正しておきます。 ※上記添付の’26 年度年会費及び 寄付金予算計画は

修正済み 

中塚： 

もう 1 つは、これとは別に EFEL 基金の予算計画です。これはありますか？ 

水野： 

ESS は今年の 12 月～新しい役員メンバーとなりますので、来年の谷本杯スピーチ大会及びドラマの

演劇指導が必要なのか学生の要望を確認して、その後 EFEL 基金運営委員会で決定する予定で

す。25 年度の支援費用支出合計は約 12，3 万円ですので、同じ内容の支援行い、26/27 年

度に EFEL 基金への寄付金が『０』となると 2027 年度は赤字となってしまいます。 

中塚： 

予算に戻りますが、2026 年単年度の収支が▼35,000 円と赤字になりますが、25 年度の期末残



高が 562,425 円あるので、これを明記すべきです。 

水野： 

指摘どうもありがとうございます。追記しております。 ※上記添付の’26 年度年会費及び 寄付金予

算計画は追記済み 

田坪： 

提案というか意見ですけれども、EFEL 会費の報告とえる基金の方と別になっています。通帳も別で、

会計も別ですけど、それがなんか非常にややこしいというか、わかりにくいというか。お金を集める時に

も、いちいちこう説明しないといけないし、「寄付します」と言われた時に、「どちらの寄付ですか」といちい

ち聞かないといけないし。お金計算する時も全部別枠で、非常にちょっと、計算する時も、大変でし

た。これをなんか将来的に 1 つの口座で一緒にすることが不可能なのかなとずっと考えていましたけど、

また色々都合もあるかもしれないですけど、ちょっと検討していただければと思います。 

水野： 

寄付金は、①EFEL 活動費用の寄付金はゆうちょ口座と②、ESS 活動支援の為の EFEL 基金は

三井住友銀行口座と 2 種類あります。会員の方からも 2 つの口座があり、「どちらに寄付したら良い

かわかりにくい」との声がでております。10 年前に設立された EFEL 基金は ESS 活動支援に特化し

て、EFEL 活動費とは明確に分けて寄付をお願いしておりますが、まだまだ私どもからの EFEL 基金に

対しての説明不足かもしれません。引続き検討させて下さい。 

田中： 

振り込みをされる方にとったら、ここの年会費の寄付金と EFEL の寄付金というのはやっぱりややこし

い、確かに混乱されるということもありますし、反対に、管理の方から見ると、EFEL 基金は学生のため

に使うということで明確に分けて、そして三井住友銀行を作っております。両方ともちょっと振り込む側

の方、そして管理側にするとそういうポイントもあるし、ちょっと難しいとこですけど、引き続き検討させてく

ださい。 

個人的意見を言わせてもらうと、EFEL 基金は ESS 創部 50 周年記念新しい事業としてスタートし

て来年で 10 年を迎えるので、1 回総括する必要はあるのかなという風に思います。口座が分かれて

いる、それからお金の扱いがめんどくさいとかいう実務面じゃなくて、もう 1 回ですね、EFEL 基金という

もの 10 年間を総括して、今後どうするのかっていうスタンスから検討をやらないといけないと思います。

これは役員会としての意見ではなく、個人の意見です。 



※2026 年度計画事業活動全般報告(FEEL 公式ライン及び会費電⼦決済導⼊含む)は、全

参加者賛成で承認 

3. その他 ①創部 60 周年記念イベント   

           

水野会長より説明  

・ESS 創部 60 周年記念祝賀会懇親会会場はカンデオホテルズ大阪枚方、日程は学祭日程に合

わせて開催、日程は 2026 年 10 月 24 日(土）又は 10 月 31 日(土）のいずれかの日で

2026 年１月頃確定 

・特別イベント企画として、①日本各ブロック合同交流会と観光ツアー（横浜・名古屋・神戸にてラン

チとクルーズ）26 年 5 月、②日本/アメリカブロックとの LA での交流会と野球観戦ツアー26 年 4

月を計画中 

3. 閉会挨拶 （山下副会長） 

本日は、本当に忙しい中、定期総会にご参加くださり、ありがとうございます。私は今、活動推進・広

報を担当させていただいております。1982 年の卒業で、第 14 代の ESS 部長をさせていただきまし

た。所属は学部、ディスカッションでした。卒業して 43 年になりますけれども、それまでは仕事の都合を



言い訳にして、EFEL には本当に無関心でノータッチでした。海外勤務から帰ってきた時に水野さんか

ら声かけていただき、懇親会にまず行ったのがきっかけで、それから何回か皆さんと顔を合わせるように

なりました。そして 6 月 19 日の臨時総会で、丸谷さんの後任役員としてご承認いただき、活動させ

ていただいております。 

来年は ESS 創部 60 年ということで、例えばですね、毎年 50 人ぐらいの卒業生を出したとしたら、

3000 人ぐらいの ESS OBOG がいらっしゃるわけですよね。でもほとんどが私と同じようにこの EFEL

の事を知らないために無関心になっているのではないかと思っています。要は、ちょっとしたきっかけだと

思いますけれども、私のように、お声がけしていただいて EFEL の活動に入っていくことで、その中に入

れば良さがわかりますので、継続して EFEL に参加される方も出てくるのではないかなという風に考え

ております。ESS 現役時代はですね、皆さんもそうでしょうけども、同じ年代の繋がりでしかなかったの

ですけども、この EEFL では、世代も、それから経験も立場も、全く違う方々が集まっていますので、共

通するのは、関西外大 ESS を基盤として、大学生活の多くを共に過ごしたということが共通となってい

ると思います。そのような中で、EFEL を通して、新たな人間関係を築いて深めれば、世界が広がっ

て、人生がより楽しくなると思っています。私たち役員はですね、1 人でも多くの方をこの ESS を基盤

とする繋がりである EFEL に参加していただきたいということを目的に、魅力ある集まりやイベントを企

画し、その情報をより効果的に発信したいとの思いで、今回はそのデータ化に臨みました。最後になり

ますけれども、今後のこの EFEL が世代を超えた繋がりと学びの場として発展していくことを本当に願っ

ております。以上もって閉会のご挨拶とさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。ありが

とうございました。 

以上 


